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僥
骨
下
端
骨
折
（
定
型
的
僥
骨
骨
折
）
は
、
こ
の
骨
折
を
詳
し
く

記
載
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
外
科
医
シ
胃
呂
閏
ロ
○
○
斤
呉
一
七

七
三
’
一
八
四
三
）
の
名
を
と
り
○
昌
閉
骨
折
と
い
わ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
こ
の
骨
折
に
つ
い
て
、
彼
の
投
稿
記
載
自
島
号
昌
瞥

冨
８
月
巴
四
目
普
円
哩
８
こ
（
）
巨
目
巴
・
シ
ロ
ュ
目
望
む
が
世
界
の
哨

矢
と
さ
れ
、
今
日
ま
で
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
事
実
、
日
本
に

お
い
て
も
、
神
中
整
形
外
科
を
始
め
、
幾
多
の
教
科
書
、
「
整
形
外

科
三
世
紀
の
光
芒
」
、
「
今
日
の
整
形
外
科
治
療
指
針
」
等
の
参
考

書
に
い
た
る
ま
で
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
た
今
日
で
も
そ
の
言
及

に
何
ら
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
私
自
身
一
九
七
○
年
代
、

詞
．
］
ご
ロ
ロ
弓
「
鈩
○
目
ご
罰
シ
ロ
弓
閃
印
己
同
○
西
胃
罰
ご
詞
の
胃
両

○
罰
弓
国
○
℃
国
目
Ｃ
ご
閃
」
等
の
坤
四
ｐ
８
ｇ
ｏ
用
（
フ
ラ
ン
ス
語
圏
）

の
文
献
に
接
す
る
折
り
、
こ
の
骨
折
は
、
常
に
勺
（
）
具
函
巨
‐
○
呂
隅

48

○
呈
の
肋
骨
折
の
嗜
矢

ｌ
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
Ｑ
呂
号
も
○
ご
弓
因
エ
ロ

清
水
陽
人

骨
折
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
○
呈
＄
の
前
に
な
ぜ
面
目
蔚
呂
が
あ

る
の
か
、
そ
の
後
一
つ
の
疑
問
を
持
っ
た
ま
ま
数
十
年
が
過
ぎ
た
。

し
か
る
に
昨
年
、
第
九
回
日
仏
整
形
外
科
学
会
が
あ
り
、
そ
こ

で
フ
ラ
ン
ス
側
関
係
者
か
ら
次
の
事
実
を
確
認
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
は
、
勺
呂
訂
目
骨
折
と
も
○
呂
隅
骨
折
と
も

単
独
に
は
い
わ
れ
な
い
。
酉
昌
函
匡
は
○
呂
隅
が
生
れ
た
そ
の
年

に
こ
の
骨
折
を
記
載
発
表
し
た
の
で
あ
り
、
逆
に
○
呂
朋
は
、
自

身
発
表
の
明
確
性
を
考
慮
し
て
か
同
世
界
で
は
二
重
読
み
さ
れ
て

い
る
。
他
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
語
圏
で
は
こ
の
骨
折
の
呼
称
は
不
明
だ

や
１
、

力
鳴
門
日
四
国
８
９
用
（
ド
イ
ツ
語
圏
）
で
の
呼
称
は
興
味
あ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
日
本
の
整
形
外
科
が
ど
の
時
点
で

○
呂
隅
骨
折
と
し
た
こ
と
に
も
触
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
と
は

別
に
徹
底
し
て
い
る
の
は
目
哩
○
ｇ
ｏ
口
①
（
英
語
圏
）
で
あ
る
。

甸
○
具
困
匡
の
名
は
無
視
さ
れ
た
の
か
等
閑
視
さ
れ
た
の
か
終
始

一
貫
○
呂
朋
骨
折
で
あ
り
、
た
と
え
ば
弓
禺
ｇ
ご
‐
旨
邑
＄
（
一
九
○

二
’
一
九
七
三
弓
国
只
昌
舟
四
目
］
ｇ
昌
冒
旨
凰
＄
」
は
そ
の
典

型
で
あ
る
が
、
一
九
四
○
年
の
初
版
か
ら
今
日
に
到
る
ま
で

○
呂
朋
が
噴
矢
と
し
、
そ
の
主
張
は
変
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

「
（
国
ご
く
詞
国
の
弔
○
の
弓
困
ご
冨
両
の
ロ
両
冨
石
○
口
目
向
シ
ご
」
は
、
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Ｑ
四
目
①
石
○
口
目
向
シ
ロ
二
七
二
五
’
一
七
五
五
）
没
後
、
一
七
八

三
年
パ
リ
で
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
遺
作
は
、
三
巻
か
ら
な
る
大
部

で
、
僥
骨
下
端
骨
折
の
噴
矢
は
、
第
二
巻
の
二
五
一
頁
か
ら
十
六

頁
に
わ
た
っ
て
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
前
腕

の
解
剖
、
受
傷
起
点
、
整
復
、
固
定
、
結
論
に
別
け
ら
れ
る
が
、

前
腕
の
解
剖
は
、
主
要
部
分
は
僥
骨
と
尺
骨
で
あ
る
と
し
、
両
者

は
少
し
内
側
に
向
っ
て
逆
向
き
方
向
に
ア
ー
チ
状
と
な
っ
て
お

り
、
結
論
的
に
外
側
に
つ
き
出
た
凸
面
は
、
非
常
に
傷
つ
き
や
す

い
と
し
て
い
る
。
関
係
す
る
筋
肉
は
四
つ
で
あ
り
、
回
外
運
動
に

長
回
外
筋
、
短
回
外
筋
、
回
内
運
動
に
円
回
内
筋
、
方
形
（
回
内
）

筋
が
あ
る
。
受
傷
時
、
手
は
突
然
防
御
態
勢
を
固
め
る
こ
と
、
身

体
の
全
体
重
を
支
え
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
四
つ
の
筋
肉
の

最
も
つ
よ
い
収
縮
が
、
激
し
い
い
き
お
い
で
前
腕
の
骨
の
ア
ー
チ

部
分
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
瞬
時
に
し
て
こ
の
筋
収
縮
力
に
等
し
い

強
度
が
加
わ
り
、
結
果
的
に
骨
の
ア
ー
チ
部
分
へ
の
破
壊
陥
没
と

骨
折
が
お
こ
る
と
し
て
い
る
。
整
復
は
、
む
ず
か
し
く
骨
の
折
れ

る
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
し
、
骨
折
の
両
側
に
布
き
れ
の
巻
き

物
を
置
い
て
圧
迫
し
つ
つ
牽
引
を
加
え
、
目
一
杯
に
な
っ
て
い
る

そ
の
一
時
に
骨
折
に
圧
迫
を
加
え
る
と
し
て
い
る
。
掌
側
尺
側
方

向
へ
の
牽
引
は
、
整
形
外
科
の
常
識
で
あ
る
が
、
こ
の
言
及
は
な

い
。
固
定
は
、
中
途
半
端
な
副
木
や
包
帯
を
禁
じ
、
布
き
れ
か
麻

屑
の
巻
物
を
置
き
、
こ
れ
を
一
部
鉄
で
補
強
し
た
包
帯
で
覆
い
、

な
お
か
つ
小
平
板
か
副
木
を
あ
て
た
。
必
要
あ
れ
ば
さ
ら
に
大
き

い
鉄
具
で
固
め
た
。
し
か
し
ど
ん
な
に
正
確
な
整
復
を
し
て
も
、

こ
の
骨
折
を
固
定
し
つ
づ
け
る
む
ず
か
し
さ
に
つ
い
て
患
者
に
予

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
結
論
と
し
て
は
、
こ
の

骨
折
に
つ
い
て
、
方
形
筋
の
回
内
力
の
介
在
を
帰
結
に
あ
げ
て
い

つ
（
》
○

以
上
、
こ
の
骨
折
の
噴
矢
と
な
っ
た
遺
作
を
中
心
に
、
パ
リ
で

出
会
っ
た
有
名
な
医
師
と
本
人
の
肖
像
、
リ
ョ
ン
帰
郷
後
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
等
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
新
潟
市
）


